
































































Practice for Making play place of the hand-making toys






































































































































































































































































































































































































































































































































年度 2012 2013 2014 2015 合計
大人
子ども
計
142
94
236
96
87
183
105
104
209
180
130
310
523
415
938
【表５】来場者数　＜延べ人数（名）＞
乳コーナー」を用意したので、おむつ替えや授乳の目
的で訪れる保護者もいた。
学園祭内での認知度も次第に高まり、学園祭執行部
の配慮により2014年には「チーバくん」、2015年には
「ヤッシー（乳幼児向けの歌のお兄さん）」が訪れ会場が
賑わいだ。
アンケートを配布し「気に入ったおもちゃ」「学生の
対応」「何で知ったか」「感想」などの記入を依頼した。
その一部を表に記した。
＜アンケートの感想欄のコメント＞
・すごく楽しかった！！何か月も前から準備をしていただけ
のことはあった。
・また子どもと来ます。フェルトのおもちゃを家でも作って
みたいです。
・子どもと遊んでくださったことがとても嬉しかったです。
・とても良かったです。子どもを預けても良さそうな程対応
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良かったです。市販のものとは一味違ったのでいいと思いま
す。
・私は現在、特別支援学校に勤務しています。発達年齢に合
った教材づくりは難しいところもあるので、今回とても参考
になりました。ありがとうございました。
・子どもと一緒に遊んでいただき、楽しい時間を過ごすこと
ができありがとうございました。手作りおもちゃ、心の込も
ったおもちゃに感動しました。
・昨年も来ました！また来年も来たいです！娘も喜んでまし
た！！
・手作りでこんなにいろんなおもちゃができるなんておどろ
きました。あたたかくていいですね。
・皆さんの作品がとても上手でびっくりしました。いろいろ
な発想が素晴らしいです。
・たくさん遊んでいただき子どももとても満足しています。
ありがとうございました。例えば地域交流も兼ねて、定期的
に開催して頂くなどあればこちらもありがたいです。
・授乳できる所があり良かったです。
「壊れやすそう」「昨年の方が良かった」などの意見も見
られたが、アンケートの感想欄は概ね学生を励ます温
かい内容であった。「BGMがあると良い」などの意見は
次年度より活かして運営を行った。学生たちは、アン
ケートの集計と同時に温かいコメントに触れ、自分た
ちの行為・努力が地域の保護者や子どもの喜びに繋が
ったことを実感した様子である。また、おもちゃ作り
や対応への肯定的な内容のコメントは自信に繋がった
ことと思われる。レポートへの記述からもそのことが
窺えた。
Ⅲ．学生のレポートから
最終課題の「とどろき祭を振り返って」からは、【A】
のように自分（達）の作ったおもちゃで子ども達が遊
んでくれたこと、たくさんの方が退場してくれたこと
が嬉しかったという感想が多く挙げられていた。冒頭
の目的で挙げたように、学生達は「自分の行為が他者
に喜ばれる喜び」を感じたようである。また、グルー
プ製作では、意見交換ができた、クラスの他のメンバ
ーと協力し合えた、いつもは話さない人とも自然に話
すようになって良かった、などの感想（【D、E】）も見
られた。グループ製作で大作を作ったグループでは、
「達成感を感じた」という記述も多かった。さらに、自
分と子どもとの関わりについて振り返った記述（【G】）
もあり、子どもとどのように関係を取り結ぶかについ
て自分なりに考えながら接していたことも窺える。ま
た、環境構成に関する学び（【C】）、保護者への配慮の
視点（【F】）、子どもの遊びを多角的に捉える視点（【H】）
などもあり、それぞれの学生が何らかの学びを得たこ
とがわかった。また、【B】に見られるように、子ども
と遊んだ喜びからより一層保育者になりたいという動
機が強くなったといった記述も見られた。
その他、作ったおもちゃに対する反省点（壊れやす
い等）、当日の遊びにおける反省（安全面の配慮等）の
記述も見られた。全ての学生が、とどろき祭の「手作
りおもちゃの遊び場」に参加できて楽しかった、良か
ったと記述していたことは大いに励みになった。
皆のおかげで教室が可愛くなっていくのを見ていよいよとど
ろき祭が始まるのかと期待とワクワクでいっぱいでした。当
日は、本当に子どもが来るのかと不安でした。しかし、幼稚
園や保育所にチラシなど配ったおかげかたくさんの子ども達
が来てくれて嬉しかったです。【A】
子ども達と触れ合ってみて、４時間はあっという間でした！
始まる前までは、子どもが来るだろうか、遊んでくれるだろ
うか、また面倒を見きれるだろうかなど不安でした。しかし、
予想とは裏腹にたくさん来てくれたり、作ったおもちゃで遊
んでくれてまずは一安心でした。一緒に遊んでいくにつれ、
不安要素は消えていき、子どもたちの楽しかった時間があっ
という間に過ぎていきました。子ども達だけでもなく、保護
者達も満足して帰って頂けたと思います。(中略)その中で私
は、子どもと触れ合う感覚、接し方などを体験し、子どもの
無邪気な笑顔などを見て改めて子どもが好きになったし、学
生としてではなく保育者として子ども達と触れ合いたいと実
感しました。そのために辛い経験などしていかないといけま
せんが、辛い時は子どもたちの笑顔を思い出して日々頑張り
たいと思います。【B】
先生が私の缶ぼっくりで子ども達が遊びやすいように机の上
に置くのではなく、床に置きテープを貼ることでここからこ
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こまで歩こうと目標を作ることでどのように遊ぶのかがわか
りやすく、興味を持ちやすくなったのだろう。何もせず子ど
も達が遊んでくれるか心配する前に、自分から子どもたちに
遊んでもらえるような環境を作りをするべきであると思っ
た。【C】
作っているとあまり話したことのない子とも話すようにな
り、友達も増え、次第に一体感が生まれたような気がした。
完成したときには充実感と達成感を感じることができて全員
で喜び、記念撮影をした。【D】
自分の意見を積極的に言うことが出来たため、良い機会だっ
たと思います。また、意見を聞き、ここが駄目なのではない
か、こうしたらいいのではないかと友人と意見を言い合い、
共有し合えたことが嬉しかったです。【E】
おもちゃタウン目当てで来ている方も多く、そのことを知り
とても嬉しい気持ちになりました。また、授乳やおむつ替え
が安心して行える唯一の場所でもありましたので、子ども連
れのお母さんには大変便利な場所だったのではないかと思い
ます。【F】
慣れるまではなかなか子どもとうまく接することができなく
て自分から距離を置いてしまっていたのですが、一人の子が
「遊ぼ」と言ってきてくれたのをきっかけにたくさんの違う
子どもと遊べて楽しかったです。自分が子どもと上手く接す
ることができないと思い込んでいるだけであって、深く考え
ずにただ普通に積極的に自分から話しかけていけば子どもが
こっちを見てくれるし話してくれるんだということを改めて
実感しました。【G】
子どもの絵はとても面白く表現豊かで感心してしまいまし
た。どうしてその絵をかいたのかもっと質問してみれば良か
ったです。子どもの視点は面白いです。【H】
Ⅳ．まとめ
４年間継続して「手作りおもちゃの遊び場」開催に
向けた実践を行ってきた。その取り組みの中で学生か
らの反発を受ける場面や依存的な言動等に苦労もした
が、後期に共に一つの目標に向かって作業に取り組む
中で親密さが増し、個々の学生とのラポールを築くこ
とができたと実感している。学園祭までの過程で得た
教員や仲間とのラポールが後の円滑な学生生活の一助
になればと考える。
また、準備の過程の中で筆者自身が机上の授業では
わからない個々の学生の未知の側面を発見することが
できた。学園祭で、子どもたちと生き生きと楽しそう
に遊ぶ学生の様子は、筆者自身の新鮮な発見であり、
教員としての今後の励みに繋がっている。
ラポールが馴れ合いにならないようにする、学生の
主体性を一層活かせる取組への工夫など課題もあるが、
本実践のよって「保育実践への希望」「子どもと遊ぶ喜
びの実感」「環境構成やおもちゃの選択眼などへの意識」
「人間関係の流動化及びラポールの形成」「子どもを多角
的に見る視点の形成」「地域の子どもや保護者との交流」
「保護者への配慮の視点の形成」等の成果に繋がってい
ると考える。
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